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近頃、室内転倒の報告をお聞きすることが増えました。

室内環境を整え、転倒を予防しましょう！

転倒と骨折について
人は加齢によって、筋力バランス機能・注意力・視力などの様々な機能が低下してきます。

さらに高齢者は食が細くなることによる低栄養・疾患を抱える事によるめまい、ふらつき、薬

による副作用などが起こるようになる為、転びやすいのです。高齢者が転倒し骨折すると、寝

たきりになることもありますので注意が必要です。

転倒した場所や時間帯

屋外だけでなく寝室（特にベッド周り）や居室など住み慣れたはずの室内でも多く発生して

います。また、時間帯では足元が暗い夜１０時から早朝にかけてです。季節では厚着をする為

動きにくくなる冬場に転倒しやすくなります。

骨折しやすい部位

①大腿骨近位部骨折（太ももの付け根） ②脊椎圧迫骨折（背骨）

③上腕骨近位部骨折（腕の付け根） ④橈骨遠位端骨折（手首）

転倒しにくい環境を作る

①冬場のカーペットを敷く場合、ふちがめくれないように固定する

②トイレ・洗面所に行く通路には物を置かない

③居室の歩行範囲の床には物を置かない

④電気のコードは短くする

⑤寝室の足もとを明るくする

⑥眼鏡・ティッシュ・時計・携帯電話・ペットボトル飲料・リモコンなどはひとまとめに

して枕元に置いておく（メガネは落として踏むことがあるので、ケースに入れておく）

上腕骨（じょうわんこつ）骨折 脊椎（せきつい）圧迫骨折

橈骨遠位端（とうこつえんいたん）骨折 大腿骨近位部（だいたいこつきんいぶ）骨折

肩 背骨

手首 股

新年を迎え、いきいき神社に新年のご挨拶と、絵馬に願

い事を祈願し奉納しました。




